
すごくたくさんの市民に被害を

あたえたのです。’968年には、

南ベトナムのソンミ村にはいっ

たアメリカ軍が、老人や女性ば
みかた

力､りの農民を北ベトナムの味方
諏《さっ

と見なして虐殺し、その写真が
こうかいLェうげき

公開されると世界に衝撃をあた

えました。

ベトナム戦争と日本

みぢか

ベトナム戦争は日本人にとって身近な戦争でした。
きちばくけきき

日本のアメリカ軍基地から毎日のように爆撃機がと
し,合うへんいうどうろうどうしや

び、基地周辺のようすも報道されました。労働者や
かんしん

市民がベトナム戦争に関心をもち、アジアでおきて
舞うだし，さんぜん

いる戦争、強大なアメリカが参戦したベトナム戦争

に反対する運動が、各地でおこりました。
しみんぶんかだんたぃ

’965年に、「ベトナムに平和を！市民文化団体
れんごうへいれん

連合｣(べ平連)という市民運動がおこります。この運
せ い と う そ し き こ と

動は、それまでの労働運動や政党の組織と異なり、
たちば

立場のちがし､をこえてベトナム戦争に反対するとい
いってん酢うりk〈く

う一点で協力するものでした。そのため、「来る者
さ さ ん

はこばまず.去る者は追わず｣の自由誌による参
かげんそく

ｶﾛを原員Uとしました。
しゅふ

く平連には､学生から社会人や主婦など､臆ひろ
しんぶんはんせんこうこぐとうしよだっそう

し､人びとが参加し、新聞への反戦広告や投書、脱走
へい とうぼう

アメリカ兵の国外逃亡をたすける運動など、ベトナ

ム戦争に反対する活動をつづけました。
お だ

く平連の中心的な参加者のひとりに、作家の小田

④

しみんうんどう

●ベトナム反戦の市民運動
ねり農

東京都練馬区力､ら埼玉県南音ご
いったい芽官

の一帯には、アメリカ軍の票
かEら

霞基地がありました｡1968年、
おおいが

練馬区大泉の住民を中心に、

｢ベトナム戦争に反対し、雲
きちてつ専多もと

霞基地の撤去を求める大泉下旨
つど

民の集い｣力《はじまり、鵬
もう

網ごしに反戦ビラをアメリカ
かつどう

兵にわたすなどの活動をおこ

ないました。



蔓がいます｡小田は､アメリカ三のi上皇を
みているうちに､子どものころに轟萎し-こ

くういう

や あ と

のアメリカの爆撃によって、焼け跡↓こなっ

戦時中の大阪空襲を思いだします。空でろ

瑳鯛撫毛繊罵奮
ったにおいもよみがえりました。大阪空襲

SmpTHEKnIm栂ISmPTHEV画NAMWARI

雲蕊謹塞鴬謝捧
雲雲警臓灘噸
Q鐸遥の舗溌は思います｡

r殺すな｣の文字は、画家の岡’967年、べ平連は、アメリカの『ワシントンポス
本太郎が書きました。よびか

ぜんめん二う

けたのは､歌手の蝿のり卜』紙に「殺すな」と日本語で大きく書いた全面広

子鵬怖:講畿霊嬬書をだします｡『殺すな｣は小田がくりかえしつか
の小田実･開高健･小松左京．

瀧継､マンヵ象のj]織ったことばです。「殺すな」には、戦争の被害をふ
爺､静議の難諜.態せぎたいという思いがふくまれていました。

俊輔など、幅ひろい分野の人「殺すな」には、もうひとつの思いがこめられてい

晋紬え篭嚇ました｡小田は､ｱﾒﾘｶ軍の北爆のなかに､戦時
ら､,50万円をこすお金力《よ中の日本軍の存為をみるようになります｡べﾄﾅﾑ
せられました。

の人びとに対する加害者のアメリカ軍と、アジアの

人びとに対する加害者の日本軍が、二重うつしでか

さなってみえたのです。小田は被害者が加害者にも

なってしまうのが戦争だということに気づきます。

だからこそ、被害と加害の両方をふせぐために、ど

うしてもr殺すな」といわなくてはならなかったの

です。

ベトナム戦争は､もういつぽうで､日本に潅諦
な特需をもたらしました。大規模なアメリカ軍が長

第2章高度成長と冷戦の時代 ④



い

期にわたって日本に居つづけ
島うぐうさせん【＄くいう

たことで、航空機や船舶の1参
りきかいせんし，gん

理力､ら、機械や繊維製品、金
そく

属、木材やジーープ、軍用トラ
罪うたつ

ツクなどの調達Iこいたるまで
じ,御よう

さまざまな需要がうまれ、日
おんけい

本は経済的に大きな恩恵をう

けました。

ベトナム戦争は、1975年に、
Ll患い

アメリカが事実上支配していた南ベトナム政府から
．よいぼく

手をひいたことにより、アメリカの敗北という力､た

ちでようやく終わりました。
こうどせいろ燭楓いぜん

高度成長のI寺代は、アメリカとソ連の冷戦の時代
にちぺいあんせん医ご晶晶､,＆品やくあんほ

でした。日本はアメリカと日米安全保障条約(安保条

約)をむすび、政治や経済の面でふかい関係をつく
ふたん

ります。そのことが沖縄や基地周辺Iこ負担をかけ、

アメリカが参戦したベトナム戦争に大きくまきこま
【ﾊ.いん 尭二せん 二つこうかいふく

れる原因になります。朝鮮半島や中国との国交回復
えい隼う

にも、アメリカの影響がありました。
い ち

ベトナム戦争は、’960年代における日本の位置を

よくしめすものでした。アメリカとソ連の冷戦のも

とで、日本はアメリカにすっかりよりそって、アメ

リカによるベトナム戦争から大きな経済的恩恵をう
かそく

け、高度成長を加速させます。し力､し、ベトナム戦
しつたい

争の実態がはっきりとみえるなかで、アメリカ|こひ
もんだいてん

たすらしたがう日本の立場が力､かえる大きな問題点
せんこ

もわ力､ってきました。ベトナム戦争は、戦後の日米

関係と冷戦を考えなおす、ひとつのきっかけになり

ました。

④

●フォークゲリラ

反戦運動のひとつとして、東
し ん U 怠 〈 瞳 し ぐ ち る か ひ ろ ば

京の新宿駅西口地下広場で

はフォークケリラが開かれま

した。毎週土曜の夜、ギター

をもった若者を中心に5000

人から｜万人もの人びとがあ
gとうたい

つまり、r機動隊ブルース｣な

どの歌をうたいました。写真

は、’969年5月26日のフォ

ークゲリラのようすです。


